
全トヨタ労連 ３０期（前）統一テーマ 経過報告シート             西久保グループ       活動期間：２０２２年 ４月～６月 

産業目線 

【活動選定項目】  ①カーボンニュートラル（ＣＮ）への対応 

具体的取り組み項目 
・たはらＺＣＣの実現に向けた展開方針「「たはらエコ・ガーデンシティ構想ＺＣＣアクセル」での提言活動 

・ＥＶ・ＦＣＶ普及への取組み推進 

前回まで 

活動状況 

・3 月議会にて「令和 4 年度施政方針について」代表質問を実施。「たはらゼロカーボンシティの推進」での自動車の電動化への対応について問う。 

・4 月～組織編成で、カーボンニュートラルの取り組む組織として、環境政策課内に「ゼロカーボンシティ推進係」を新たに設置。 

今回 

具体的活動 

１． たはらゼロカーボンシティの推進 

① 「たはらエコ・ガーデンシティ推進計画」の進捗調査 

・令和 4 年度中に「たはらエコ・ガーデンシティ推進計画」を策定するため、再生可能エネルギー導入目標策定業

務（たはらゼロカーボンシティを実現するため、地域の実状や特性を踏まえた上で、どの再生可能エネルギーを、

どれくらい、どのように導入し有効活用するかについて現状調査）の進捗については、国（環境省）の補助申請が

採択されたため、入札を 7 月に実施する予定であり当初の計画通りに推進されている。 

・「たはらエコ・ガーデンシティ推進計画」の進捗は、骨子を基に各課が進めており、素案のところまでできてき

ている状況。 

 

② 市民のエネルギーの効率的な利用支援の状況確認 

・今年度 610 万円の予算が、地球温暖化対策設備補助金、燃料電池車補助金に計上されている。地球温暖化対策設

備補助金については、現在 31件の申請がある。燃料電池補助金については 0 件となっている。住宅メーカー等を

含め、補助金の広報やＰＲを推進するように担当課へ提言実施。 

 

③ 新たな組織のカーボンニュートラルに関する推進状況の確認 

・新年度からカーボンニュートラルや脱炭素に取り組む組織として、新たに設置された「ゼロカーボンシティ推進

係」の取り組みの進捗についてヒヤリングを実施。業務については、ほぼ計画通り進んでいる状況。 

 

④ 市内におけるバイオマス発電所の状況確認 

市内において 5 事業所の立地が決定し 3 事業所で建設工事が始まり現地確認の実施。 

（図や活動の様子が分かる写真など） 

 

・たはらゼロカーボンシティとも関連する

バイオマス発電所の建設現場（6 月） 

今後の活動 
・カーボンニュートラルの取り組みについては、新たな組織「ゼロカーボンシティ推進係」がスタートしたことから、情報共有、情報展開しながら進捗確認

し提案、提言を進めていく。 
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